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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第52期
第２四半期
連結累計期間

第53期
第２四半期
連結累計期間

第52期
第２四半期
連結会計期間

第53期
第２四半期
連結会計期間

第52期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　９月30日

自　平成21年
　　４月１日
至　平成21年
　　９月30日

自　平成20年
　　７月１日
至　平成20年
　　９月30日

自　平成21年
　　７月１日
至　平成21年
　　９月30日

自　平成20年
　　４月１日
至　平成21年
　　３月31日

売上高 (百万円) 33,594 25,589 17,112 14,934 58,725

経常利益 (百万円) 902 75 609 226 1,082

四半期(当期)純利益 (百万円) 382 19 343 129 424

純資産額 (百万円) ─ ─ 15,877 15,609 15,641

総資産額 (百万円) ─ ─ 34,508 30,761 29,240

１株当たり純資産額 (円) ─ ─ 2,344.912,331.142,335.92

１株当たり四半期(当期)
純利益

(円) 56.48 2.86 50.69 19.36 62.98

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ─ ─ ─ ─ ─

自己資本比率 (％) ─ ─ 46.01 50.74 53.49

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 483 332 ─ ─ 4,122

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,233 △136 ─ ─ △1,666

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 494 △514 ─ ─ 209

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ─ ─ 2,386 4,958 5,253

従業員数 (名) ─ ─ 411 412 407

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成21年９月30日現在

従業員数(名) 412

(注)　従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向者を

含む就業人員であります。

　

　

(2) 提出会社の状況

平成21年９月30日現在

従業員数(名) 405

(注)　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。
　

事業部門 生産高(百万円) 前年同四半期比(％)

自社製品 565 △57.0

計 565 △57.0

(注) １　金額は、販売価格によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 商品仕入実績

当第２四半期連結会計期間における商品仕入実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

　

事業部門 仕入高(百万円) 前年同四半期比(％)

電子部品 11,121 △5.8

電子機器 1,624 △31.6

計 12,746 △10.1

(注) １　金額は、仕入価格によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(3) 受注実績

当第２四半期連結会計期間における受注実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。
　

事業部門 受注高(百万円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(百万円)

前年同四半期比
(％)

電子部品 12,439 △3.5 1,561 △1.5

電子機器 1,809 △39.9 519 △61.9

自社製品 562 △52.3 257 △51.4

計 14,811 △13.3 2,338 △32.8

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(4) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。
　

事業部門 販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

電子部品 12,338 △5.0

電子機器 1,990 △27.6

自社製品 605 △56.2

計 14,934 △12.7

(注) １　事業部門間取引については、相殺消去しております。

２　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

　

相手先

前第２四半期連結会計期間 当第２四半期連結会計期間

販売高(百万円) 割合(％) 販売高(百万円) 割合(％)

株式会社デンソー 8,480 49.6 7,955 53.3
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トヨタ自動車株式会社 2,437 14.2 2,219 14.9

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、事業等のリスクについて新たに発生した事項または重要な変更は

ありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　

（１）経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策や企業の在庫調整の一巡などに

より最悪期は脱しつつあるものの、企業業績悪化に伴う設備投資抑制や雇用環境の厳しい状況が続く

など、下振れリスクを抱えながら推移してまいりました。

　このような環境のもと、当社グループの主要ユーザーである自動車関連企業では、主要各国の経済対

策効果等により自動車販売台数が持ち直したものの、顕著な回復までには至らない状況となっており

ます。

　当社グループにおきましても、総力をあげて売上高の確保を図るとともに、役員報酬・管理職給与の

カットをはじめとするコスト削減を推進し、収益基盤の確保に努めてまいりました。

　しかしながら、当第２四半期連結会計期間の売上高は149億34百万円（前年同四半期比12.7％減）、営

業利益は２億44百万円（前年同四半期比60.6％減）、経常利益は２億26百万円（前年同四半期比

62.8％減）、四半期純利益は１億29百万円（前年同四半期比62.2％減）となるなど、いずれも前年同四

半期実績を大きく下回る結果となりました。

 

（電子部品）

　ハイブリッド車をはじめとする一部の車種の生産が、第１四半期に比べて堅調に推移し一定の需要が

立ち上がってきたことや、民生・ＯＡ用途向けの新規需要を確保するなど、回復の兆しが見えつつある

ものの、集積回路・半導体・一般電子部品のすべてにおいて、前年同四半期の売上を上回ることはでき

ず、電子部品の売上高は123億38百万円（前年同四半期比5.0％減）となりました。

（電子機器）

　ＦＡ・計測分野やＩＴプラットフォーム基盤構築分野での積極的なソリューション提案営業や付加

価値販売を展開しましたが、お客様の情報化投資、設備投資は依然として低調な状況であることから、

売上高は減少し19億90百万円（前年同四半期比27.6％減）となりました。

（自社製品）

　主要なユーザーである工作機械関連企業では大幅な減産を余儀なくされており、需要の低迷が続くと

ともに、生産管理システム等のシステム構築開発案件需要も減少したことにより、売上高は６億５百万

円（前年同四半期比56.2％減）という大変厳しい結果となりました。
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（２）財政状態の分析

①　資産

資産合計は、前連結会計年度末に比べて15億21百万円増加し307億61百万円となりました。

流動資産は、前連結会計年度末に比べて14億84百万円増加し251億40百万円となりました。これは、主

に商品及び製品の減少５億50百万円および現金及び預金の減少２億94百万円がありましたが、受取手

形及び売掛金が25億70百万円増加したためです。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べて36百万円増加し56億21百万円となりました。

②　負債

負債合計は、前連結会計年度末に比べて15億53百万円増加し151億52百万円となりました。

流動負債は、前連結会計年度末に比べて16億86百万円増加し110億22百万円となりました。これは、主

に１年内償還予定の社債が３億円減少しましたが、支払手形及び買掛金が20億84百万円増加したため

です。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べて１億33百万円減少し41億30百万円となりました。これは、主に

長期借入金が１億50百万円減少したためです。

③　純資産

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて32百万円減少し156億９百万円となりました。これは、主に

その他有価証券評価差額金の増加45百万円および為替換算調整勘定の増加23百万円がありましたが、

利益剰余金が１億１百万円減少したためです。

（３）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前四半期連

結会計期間末に比べ９億65百万円減少し49億58百万円となりました。

①　営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動の結果、使用した資金は８億63百万円(前年同四半期に比べ19億48百万円減少)となりま

した。

　これは、主に仕入債務の増加額10億94百万円およびたな卸資産の減少額３億88百万円がありました

が、売上債権の増加額28億37百万円があったためです。

②　投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動の結果、使用した資金は15百万円(前年同四半期に比べ１億83百万円増加)となりました。

　これは、主に投資有価証券の売却による収入17百万円がありましたが、有形固定資産の取得による

支出12百万円および無形固定資産の取得による支出15百万円があったためです。　

③　財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動の結果、使用した資金は76百万円(前年同四半期に比べ２億８百万円の増加)となりまし

た。

　これは、主に短期借入金の純増加額３億円がありましたが、長期借入金の返済による支出75百万円

および社債償還による支出３億円があったためです。
　

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

 当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な

変更及び新たに生じた課題はありません。
　

（５）研究開発活動

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は12百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、第１四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除

却等について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等

の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年11月13日)

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 6,908,000 6,908,000ジャスダック証券取引所
単元株式数は
100株であります。

計 6,908,000 6,908,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成21年７月１日～
平成21年９月30日

─ 6,908 ─ 2,439 ─ 1,214
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(5) 【大株主の状況】

　 　 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

有限会社スタニイ 名古屋市守山区小幡北1235番地 396 5.74

萩原　義昭 名古屋市守山区 380 5.51

萩原電気従業員持株会 名古屋市東区東桜二丁目３番３号 304 4.41

萩原　智昭 名古屋市守山区 298 4.32

竹田　和平 名古屋市天白区 270 3.91

日本トラスティ・サービス信託銀
行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海一丁目８番11号 247 3.58

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 232 3.37

名古屋中小企業投資育成株式会社 名古屋市中村区名駅南一丁目16番30号 230 3.33

萩原　祥子 名古屋市守山区 181 2.62

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区内幸町一丁目１番５号 175 2.53

計 ― 2,715 39.31

(注) １　上記のほか当社所有の自己株式212千株（3.07%）があります。

２　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）　　　192千株
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　 212,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 6,691,100 66,911 ―

単元未満株式 普通株式     4,900 ― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 6,908,000 ― ―

総株主の議決権 ― 66,911 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式95株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
萩原電気株式会社

名古屋市東区東桜
二丁目３番３号

212,000 ─ 212,000 3.07

計 ― 212,000 ─ 212,000 3.07

(注)　自己株式は、全て当社名義となっており、実質的に所有しております。

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 510 580 660 680 650 625

最低(円) 445 500 576 590 602 588

(注)　株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び前第２四半期連結累

計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日まで)は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する

規則等の一部を改正する内閣府令」(平成20年８月７日　内閣府令第50号)附則第７条第１項第５号のただ

し書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期に適用し、当第２四半期連結会計期間(平成21年７

月１日から平成21年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30

日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成20年７月１

日から平成20年９月30日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、また、当第２四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年

９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)に係る四半期連

結財務諸表について、あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,098 5,393

受取手形及び売掛金 16,195 13,625

商品及び製品 3,130 3,681

仕掛品 ※2
 303 327

原材料及び貯蔵品 171 184

その他 243 446

貸倒引当金 △3 △2

流動資産合計 25,140 23,656

固定資産

有形固定資産 ※1
 2,594

※1
 2,618

無形固定資産 984 1,062

投資その他の資産

その他 2,097 1,959

貸倒引当金 △56 △56

投資その他の資産合計 2,041 1,903

固定資産合計 5,621 5,584

資産合計 30,761 29,240

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,491 5,406

短期借入金 2,600 2,540

1年内返済予定の長期借入金 300 300

1年内償還予定の社債 － 300

未払法人税等 65 39

受注損失引当金 ※2
 8 －

その他 556 749

流動負債合計 11,022 9,335

固定負債

長期借入金 3,250 3,400

退職給付引当金 588 567

役員退職慰労引当金 262 263

その他 29 32

固定負債合計 4,130 4,263

負債合計 15,152 13,599
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,439 2,439

資本剰余金 2,884 2,884

利益剰余金 10,497 10,598

自己株式 △209 △209

株主資本合計 15,611 15,712

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 56 11

繰延ヘッジ損益 1 1

為替換算調整勘定 △61 △84

評価・換算差額等合計 △2 △71

純資産合計 15,609 15,641

負債純資産合計 30,761 29,240
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 33,594 25,589

売上原価 30,445 23,343

売上総利益 3,149 2,245

販売費及び一般管理費

役員退職慰労引当金繰入額 11 15

給料及び手当 1,138 1,030

退職給付引当金繰入額 65 78

貸倒引当金繰入額 － 2

その他 1,012 1,007

販売費及び一般管理費合計 2,227 2,134

営業利益 921 111

営業外収益

受取利息 8 3

受取配当金 7 5

為替差益 10 －

その他 9 13

営業外収益合計 35 22

営業外費用

支払利息 44 41

為替差損 － 13

その他 9 4

営業外費用合計 53 58

経常利益 902 75

特別利益

貸倒引当金戻入額 5 －

投資有価証券売却益 － 7

特別利益合計 5 7

特別損失

固定資産除却損 0 0

投資有価証券評価損 1 －

特別損失合計 2 0

税金等調整前四半期純利益 906 82

法人税、住民税及び事業税 452 44

法人税等調整額 71 18

法人税等合計 524 63

四半期純利益 382 19
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 17,112 14,934

売上原価 15,328 13,616

売上総利益 1,784 1,317

販売費及び一般管理費

役員退職慰労引当金繰入額 6 9

給料及び手当 610 537

退職給付引当金繰入額 32 38

その他 513 487

販売費及び一般管理費合計 1,163 1,072

営業利益 621 244

営業外収益

受取利息 5 1

受取配当金 0 0

為替差益 6 －

法人税等還付加算金 － 3

その他 3 6

営業外収益合計 15 12

営業外費用

支払利息 23 19

為替差損 － 8

その他 4 2

営業外費用合計 27 30

経常利益 609 226

特別利益

投資有価証券売却益 － 7

投資有価証券評価損戻入益 － 0

貸倒引当金戻入額 2 0

特別利益合計 2 8

特別損失

固定資産除却損 0 0

投資有価証券評価損 1 －

特別損失合計 1 0

税金等調整前四半期純利益 610 234

法人税、住民税及び事業税 400 41

法人税等調整額 △133 63

法人税等合計 266 104

四半期純利益 343 129
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 906 82

減価償却費 64 137

貸倒引当金の増減額（△は減少） △25 0

退職給付引当金の増減額（△は減少） 9 20

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3 △0

受注損失引当金の増減額（△は減少） － 8

受取利息及び受取配当金 △16 △9

支払利息 44 41

固定資産処分損益（△は益） 0 0

投資有価証券売却損益（△は益） － △7

投資有価証券評価損益（△は益） 1 －

売上債権の増減額（△は増加） 4,629 △2,565

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,207 586

仕入債務の増減額（△は減少） △2,955 2,084

その他 △149 △121

小計 1,305 259

利息及び配当金の受取額 16 8

利息の支払額 △44 △38

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △793 103

営業活動によるキャッシュ・フロー 483 332

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △100

有形固定資産の取得による支出 △864 △27

無形固定資産の取得による支出 △361 △20

投資有価証券の取得による支出 △7 △3

投資有価証券の売却による収入 － 17

その他 △1 △3

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,233 △136

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 480 60

長期借入れによる収入 300 －

長期借入金の返済による支出 △150 △150

社債の償還による支出 － △300

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △135 △120

その他 － △3

財務活動によるキャッシュ・フロー 494 △514

現金及び現金同等物に係る換算差額 △31 23

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △287 △294

現金及び現金同等物の期首残高 2,673 5,253

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 2,386

※1
 4,958
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

１　会計処理基準に関する事項の変更

 完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更

　請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関

する会計基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指

針」（企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半

期連結会計期間に着手した工事契約から、当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確

実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事

については工事完成基準を適用しております。

　なお、当該変更に伴う損益に与える影響はありません。

　

【表示方法の変更】

　
当第２四半期連結会計期間

(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

(四半期連結損益計算書関係)

　前第２四半期連結会計期間において、営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「法人税等還付加算

金」(前第２四半期連結会計期間０百万円)については、営業外収益の20／100超となったため、当第２四半期連結

会計期間より区分掲記しております。

　

【簡便な会計処理】

　

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日  至　平成21年９月30日)

１　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。

２　法人税等の算定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法に

よっております。

　

【追加情報】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

(重要な引当金の計上基準)

 受注損失引当金

受注案件の損失に備えるため、請負契約に基づく案件のうち、当第２四半期連結会計期間末において将来の損失

が見込まれ、かつ、当該損失金額を合理的に見積もることが可能な案件について、損失見込額を計上しております。

これにより、当第２四半期連結累計期間の売上総利益、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、そ

れぞれ８百万円減少しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※1　有形固定資産の減価償却累計額

1,631百万円
 
※2　損失が見込まれる請負契約に係るたな卸資産と受注
損失引当金は、相殺せずに両建てで表示しておりま
す。

　　 損失の発生が見込まれる請負契約に係るたな卸資産
のうち、受注損失引当金に対応する額は20百万円
（すべて仕掛品）であります。

 

※1　有形固定資産の減価償却累計額

1,604百万円
 

───────

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

※1　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 2,526百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △140百万円

現金及び現金同等物 2,386百万円
 

※1　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 5,098百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △140百万円

現金及び現金同等物 4,958百万円

　

(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成21年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　

至　平成21年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 6,908,000

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 212,095

　

３　新株予約権等に関する事項

　　　　該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成21年６月26日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 120 18.00平成21年３月31日 平成21年６月29日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成21年11月13日
取締役会

普通株式 利益剰余金 80 12.00平成21年９月30日 平成21年12月４日
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

　前第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結会計期

間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)並びに前第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１

日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

　当社グループはエレクトロニクス分野において、電子部品・電子機器の販売、ＦＡ機器の製造・販売及

びこれらに付随する事業を営んでおり、事業区分としては単一セグメントであるため、事業の種類別セグ

メント情報の記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

　前第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結会計期

間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)並びに前第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１

日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

　全セグメントの売上高の合計に占める「本邦」の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情

報の記載を省略しております。

　

【海外売上高】

　前第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結会計期

間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)並びに前第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１

日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

　海外売上高が、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。
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(有価証券関係)

　　　当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

　　　当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）

該当事項はありません。

　なお、金利スワップ取引を行なっておりますが、ヘッジ会計を適用しておりますので、注記の対象から

除いております。

　

(ストック・オプション等関係)

　　　当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

　　　当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　 　

　 2,331円14銭
　

　 　

　 2,335円92銭
　

　

２  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第２四半期連結累計期間

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

１株当たり四半期純利益 56円48銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―
　

１株当たり四半期純利益 2円86銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―
　

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

  　 ２ １株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 382 19

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 382 19

普通株式の期中平均株式数(株) 6,771,280 6,695,913

　

第２四半期連結会計期間

　
前第２四半期連結会計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

１株当たり四半期純利益 50円69銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―
　

１株当たり四半期純利益 19円36銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―
　

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

  　 ２ １株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
前第２四半期連結会計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 343 129

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 343 129

普通株式の期中平均株式数(株) 6,771,255 6,695,905

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

　第53期（平成21年４月１日から平成22年３月31日まで）中間配当については、平成21年11月13日開催の

取締役会において、平成21年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行

なうことを決議いたしました。

　①　中間配当金の総額　　　　　　　　　            80百万円

　②　１株当たり中間配当金　　　　　　　　　　　　  12円00銭

　③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　平成21年12月４日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月11日

萩原電気株式会社

取締役会  御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    安　井　金　丸    ㊞

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    宮　本　正　司    ㊞

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    中　谷　敏　久    ㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている萩原

電気株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、萩原電気株式会社及び連結子会社の平成20年

９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

追記情報

　四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は第１四半

期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会

計基準第９号)を適用している。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年11月13日

萩原電気株式会社

取締役会  御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    宮　本　正　司　　㊞

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    中　谷　敏　久    ㊞

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    新　家　德　子    ㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている萩原

電気株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、萩原電気株式会社及び連結子会社の平成21年

９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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